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挨拶する斉藤支部長石井部長講話模様

懇親会乾杯の模様

る由蕗関戸武さんによ

宴会の模様
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支
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◎
定
期
総
会
開
催

5
月
2
5
日
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
福
島
恵
比
寿
に
お
い

て
、
平
成
2
9
年
度
福
島
支
部
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
斉
藤
支
部
長
か
ら
謂
年
度
の
事
業
は
順
調
に

行
わ
れ
た
こ
と
、
特
に
新
規
会
員
獲
得
に
つ
い
て
は

各
地
区
努
力
の
結
果
、
前
年
比
1
5
名
の
減
で
留
め
る

け
る
N
T
T
東
日
本
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
話
を
頂
き
、
震
災
・
原
発
事
故
後
の
通
信
設
備

の
復
旧
状
況
、
N
T
T
の
被
災
地
に
お
け
る
貢
献
等

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

した。総
会
終
了
後
、
原
町
地
区
岡
本
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
懇
親
会
に
移
り
、
親
睦
を
深
め
た
1
日
と
な
り

ま
し
た
。

◎
新
年
会
開
催

1
月
2
6
日
、
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
福
島
恵
比
寿
に
お

い
て
、
平
成
2
9
年
福
島
地
区
電
友
会
新
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
N
T
T
東
日
本
福
島
支
店
石
井
宏
昌
企

画
総
務
部
門
長
を
は
じ
め
6
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
各
位
の
挨
拶
の
後
、
関
戸
武
さ
ん
の
祝
謡
・

工
㍉
∴
工
で

畑
一
一

こ
と
が
出
来
た
、
今
年
度

も
会
員
獲
得
施
策
を
利
用

し
会
員
増
に
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
事
務
局

か
ら
認
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
四
年
度
事
業
計
画

（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）

が
提
示
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
N
T
T
石
井

部
長
か
ら
は
「
福
島
に
お

ん
の
乾
杯
に
よ
り
祝
宴
に

入
り
ま
し
た
。
昨
年
に
続

き
今
年
も
、
県
内
の
銘
酒

8
種
を
準
備
し
抽
選
に
よ

り
各
テ
ー
ブ
ル
に
配
り
、

t
P
一
室

◆
福
島
地
区
電
友
会
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銘酒を楽しむ参加者

4
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カラオケの天城容子さん

落ち葉を集める会員の皆さん

活動前の全参加者集合写稟

吾
妻
会
8
名
、
計
2
0
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

し
ま
し
ょ
、
つ
。

◎
定
期
総
会
・
観
桜
会
開
催

4
月
2
5
日
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
福
島
恵
比
寿
に
お

い
て
、
7
2
名
の
会
員
出
席
の
も
と
今
年
度
の
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
2
8
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
全
員
の
承
認
を
受
け

2
9
年
度
の
事
業
計
画
　
（
案
）
・
予
算
　
（
案
）
　
に
つ
い

て
の
提
案
も
全
員
の
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
の
後
は
恒
例
の
観
桜
会
に
移
り
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

い
さ
つ
の
後
、
3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
約
1
時
間
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

例
年
実
施
し
て
い
る
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
は
、
平
成
2
8
年
日
月
2
6
日
グ

ル
ー
プ
会
社
な
ど
関
係
者
1
0
0
名
の
参
加
の
も
と

N
T
T
大
町
ビ
ル
を
ス
タ
ー
ト
に
市
内
中
心
部
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
電
友
会
か
ら
は
、
福
島
地
区
1
2
名
・
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会場模様
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斉藤会長挨拶模様

◎
第
1
回
役
員
会
兼
地
域
担
当
幹
事
会
議
開
催

6
月
9
日
「
福
島
テ
ル
サ
」
　
に
お
い
て
、
第
1
回

役
員
会
兼
地
域
担
当
幹
事
会
議
が
、
2
9
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
今
年
度
の
具

体
的
な
活
動
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し

た。1
　
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て

①
4
月
新
た
に
　
「
そ
ば
を
楽
し
む
会
　
（
伊
藤
鉄
次

会
長
）
」
が
2
0
名
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。

②
新
規
サ
ー
ク
ル
の
立
上
を
検
討
す
る
。
（
「
ボ
ー

リ
ン
グ
」
を
検
討
中
）

③
地
域
間
の
サ
ー
ク
ル
交
流
会
を
行
う
。
（
囲
碁
、

ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
麻
雀
等
）

2
　
会
員
の
集
ま
る
機
会
の
創
設
に
つ
い
て

①
「
観
桜
会
」
　
4
月
2
6
日
　
7
8
名
の
参
加
に
よ

り
実
施
済

②
「
文
化
講
演
会
」
「
O
B
・
O
G
交
流
会
（
旧

祝
う
会
）
」
　
1
0
月
2
3
日
　
同
日
開
催
と
す
る

③
「
新
年
会
」
　
3
0
年
1
月
2
6
日
予
定

て
い
る
「
近
況
確
認
」
　
に
加
え
今
年
度
は
、
「
趣
味
」

の
状
況
聞
き
取
り
調
査
も
併
せ
て
行
う
。

4
　
組
織
の
活
性
化
施
策
に
つ
い
て

新
規
会
員
拡
大
に
つ
い
て

「
会
員
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
継
続
し
、

「
お
試
し
入
会
制
度
」
を
フ
ル
に
活
用
し
た
積
極
的

な
勧
奨
を
継
続
し
て
行
う
。

5
　
N
T
T
グ
ル
ー
プ
各
種
施
策
へ
の
積
極
的
な
協

力
に
つ
い
て

①
N
T
T
福
島
支
店
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
「
福
島

ひ
ま
わ
り
里
親
P
T
」
　
に
継
続
し
て
参
加
す
る
。

②
N
T
T
福
島
支
店
が
主
催
す
る
街
中
「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
活
動
」
　
に
参
加
す
る
。

③
販
売
情
報
・
所
外
不
良
設
備
情
報
の
提
供
を
継

続
し
て
行
う
。
今
年
度
は
、
8
月
～
相
月
の
3
か
月

間
を
　
「
所
外
不
良
設
備
情
報
提
供
強
調
月
間
」
と
設

3
　
会
員
同
士
が
支
え
合

う
施
策
の
充
実
を
図
る

会
報
等
の
配
布
は
地
域

担
当
幹
事
が
行
い
、
会
員

と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
大

事
に
し
た
取
り
組
み
を
継

続
す
る
。
ま
た
、
例
年
行
っ

走
、
特
に
所
外
系
出
身
者

の
多
大
な
協
力
を
お
願
い

する。会
議
後
、
N
T
T
東
日

本
福
島
支
店
石
井
企
画
総

務
部
長
か
ら
「
福
島
に
お

け
る
N
T
T
東
日
本
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
　
と
題
し
、

震
災
後
の
通
信
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
状
況
・
地
域
で
の
C
S
R
活
動
等
の
ご

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
会
場
を
移
動
し
、
新
年
度
ス
タ
ー
ト
と

な
る
顔
合
わ
せ
懇
親
会
を
行
い
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仙
麻
雀
サ
ー
ク
ル

平
成
2
8
年
度
最
後
と
な
っ
た
「
年
忘
れ
」
大
会
は

日
月
1
2
日
山
下
ビ
ル
O
B
サ
ロ
ン
で
8
名
に
よ
り
実

施
し
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
　
高
橋
　
次
郎
　
　
準
優
勝
　
荒
木
　
省
一

平
成
2
9
年
度
「
定
期
総
会
」
及
び
「
第
1
回
例
会
」

を
4
月
8
日
山
下
ビ
ル
O
B
サ
ロ
ン
で
1
0
名
の
参

加
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
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総会後の観桜大会横様

交流会に参加した皆さん
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成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
　
渡
辺
太
明
勇
　
　
準
優
勝
　
太
田
　
岩
夫

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

A
組
優
勝
栗
原
　
信
幸

B
組
優
勝
渡
辺
大
明
勇

準
優
勝
菱
沼
　
透

準
優
勝
黒
森
　
澄
夫

㈲
し
の
ぶ
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
新
春
大
会
を
1
月
1
3
日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
。

参
加
者
は
6
名
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
秋
田
　
紘
行
　
　
準
優
勝
　
大
塚
　
正
胆

・
2
9
年
度
総
会
を
4
月
1
2
日
会
員
1
2
名
の
出
席
を
得

て
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
。

2
8
年
度
活
動
報
告
及
び
収
支
報
告
の
あ
と
、
2
9
年

度
活
動
計
画
　
（
案
）
　
と
収
支
計
画
　
（
案
）
　
が
事
務
局

か
ら
提
案
さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

・
総
会
後
は
観
桜
大
会
が
A
・
B
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

て
の
対
戦
と
な
っ
た
。

優
　
勝
　
大
久
保
清
三
　
（
福
　
島
）

準
優
勝
　
吉
川
　
勝
男
　
（
南
相
馬
）

・
女
子
の
部

優
　
勝
　
舘
　
セ
ツ
子
（
南
相
馬
）

準
優
勝
　
吉
川
久
仁
子
（
南
相
馬
）

・
第
4
回
福
島
支
部
管
内
囲
碁
交
流
会
は
6
月
8
日

郡
山
の
逢
瀬
荘
で
2
0
名
程
度
の
参
加
を
得
て
開
催
予

定
で
す
。

㈱
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

・
サ
ー
ク
ル
交
流
会

相
馬
地
区
と
南
相
馬
地
区
及
び
福
島
地
区
の
3
地

区
に
よ
る
交
流
会
を
、
3
7
名
が
参
加
し
、
平
成
2
8
年

日
月
5
日
に
相
馬
光
陽
P
G
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
男
子
の
部

・
サ
ー
ク
ル
主
催
の
競
技
大
会

競
技
大
会
は
、
真
夏
の
8
月
、
及
び
酷
寒
期
の
1

月
～
2
月
を
除
き
、
相
馬
光
陽
P
G
場
と
福
島
市
P

G
場
を
交
互
に
使
用
し
て
、
毎
月
開
催
し
ま
し
た
。

競
技
方
法
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
デ
戦
に
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
誰
で
も
優
勝
す
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
真
剣
な
プ
レ
ー
が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

した。
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競技大会に参加した皆さん
（H29年度第1回）

打ちたてそばの
食べ比べ

伏見そば道場での「そば打ち」模様

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
2
8
年
度
下
期

・
第
4
回
大
会

優
勝
　
森
口

・
第
5
回
大
会

優
勝
　
高
橋

・
第
6
回
大
会

優
勝
　
校
並

平
成
2
9
年
度

・
第
1
回
大
会

優
勝
　
森
口

・
第
2
回
大
会

優
勝
　
水
口

（
1
0
月
2
0
日
）

善
一
　
準
優
勝
　
大
久
保
清
三

（
1
2
月
2
日
）

徹
　
　
　
準
優
勝
　
大
久
保
清
三

（
3
月
3
0
日
）

広
四
　
　
準
優
勝
　
東
城
　
為
男

（
4
月
1
3
日
）

善
一
　
準
優
勝
　
伊
藤
　
滋
見

（
5
月
日
日
）

厚
三
　
　
準
優
勝
　
大
久
保
清
三

・
平
成
2
9
年
度
定
期
総
会
、
第
1
回
役
員
会

4
月
日
日
、
O
B
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
会
員
目
名

が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
案
の
審
議

に
入
り
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
「
エ

チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
・
ル
ー

ル
」
　
の
勉
強
会
を
、
大
久

保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
講
師

役
に
な
り
、
出
席
者
全
員

伏
見
師
匠
の
指
導
で
技
術
の
習
得
、
食
べ
る
専
門
の

方
は
打
ち
立
て
の
そ
ば
を
御
馳
走
に
な
る
。
こ
ん
な

集
ま
り
を
月
1
回
（
第
1
水
曜
日
）
　
行
お
う
と
言
う

も
の
で
す
。

で
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
改
め
て
全
員
で
確
認
し
あ
い

ま
し
た
。

㈲
そ
ば
を
楽
し
む
会

福
島
地
区
で
7
番
目
と
な
る
サ
ー
ク
ル
と
し
て

「
そ
ば
を
楽
し
む
会
」
　
の
設
立
総
会
が
、
4
月
1
2
日

会
員
の
伏
見
書
弘
さ
ん
宅
で
開
催
さ
れ
、
2
0
名
の
会

員
で
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
昨
年
か
ら
、
そ
ば
打
ち
名
人
の
伏
見
さ

ん
が
師
匠
に
な
り
、
月
1
回
そ
ば
を
打
ち
、
打
っ
た

そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
旧

知
の
方
々
の
雑
談
会
と

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
正
式
に
サ
ー
ク
ル

と
し
て
立
上
げ
ま
し
た
。

会
の
活
動
は
、
そ
ば

打
ち
を
希
望
す
る
方
は

㈱
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
昨
年
第
1
9
3
回
大
会

終
了
後
総
会
を
開
催
し
、
1
年
間
の
総
括
で
健
康
と

安
全
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

発
足
後
2
0
0
回
日
を
迎
え
る
記
念
大
会
を
開
催
す

る
予
定
も
あ
り
、
会
員
み
ん
な
で
お
祝
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2
9
年
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
。

・
第
1
9
4
回
大
会
　
平
成
2
9
年
3
月
2
8
日
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春
の
な
ご
り
雪
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
。

・
第
1
9
5
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
利
部
　
丈
志

・
第
1
9
6
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
丹
治
　
貞
夫

・
第
1
9
7
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

平
成
2
9
年
4
月
1
7
日

ハ
ン
デ
戦

準
優
勝
　
渡
部
　
雄
次

平
成
2
9
年
5
月
8
日

W
ペ
リ
ア
戦

準
優
勝
　
三
浦
　
利
夫

平
成
2
9
年
6
月
5
日
予
定

新
新
ペ
リ
ア
戦

平
成
2
9
年
1
月
2
0
日

平
成
2
9
年
2
月
1
8
日

平
成
2
9
年
3
月
1
8
日

平
成
2
9
年
4
月
1
5
日

平
成
2
9
年
5
月
1
3
日

新
年
会

例
会

例
会

定
期
総
会

例
会

1
0
名
参
加

7
名
参
加

9
名
参
加

目
名
参
加

8
名
参
加

・
今
総
会
の
決
定
事
項

奇
数
月
　
例
会
「
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
」
　
で

偶
数
月
　
発
表
会
「
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
」
　
で

し
て
お
り
ま
す
。

・
例
会
活
動

1
0
月
2
7
日
8
名

日
月
2
4
日
4
名

1
2
月
7
日
3
名

1
2
月
2
4
日
4
名

1
月
2
7
日
5
名

2
月
2
3
日
5
名

3
月
2
4
日
6
名

ビ
デ
オ
ス
タ
ジ
オ
画
像
処
理

ビ
デ
オ
ス
タ
ジ
オ
画
像
処
理

役
員
会
開
催

賀
状
作
成
及
び
役
員
会

N
W
構
築
、
H
P
作
成
、

書
状
作
成

画
像
の
取
り
込
み
、
H
P
作
成

H
P
作
成
及
び
役
員
会

㈲
電
友
福
島
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

・
活
動
状
況

平
成
2
8
年
日
月
1
2
日

平
成
2
8
年
1
2
月
9
日

例
会

忘
年
会

4
名
参
加

1
2
名
参
加

鼎
悠
々
ク
ラ
ブ

悠
々
ク
ラ
ブ
の
活
動
理
念
は
　
『
会
員
相
互
が
I
T

ス
キ
ル
の
知
識
を
出
し
合
い
、
ス
キ
ル
が
不
足
し
て

い
る
会
員
は
I
T
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
生
か
し
、

社
会
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
す
る
』
と

福
島
支
部
へ
の
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
施

・
ふ
く
し
ま
電
友
会
だ
よ
り
の
編
集

2
0
1
7
年
新
年
号
へ
の
サ
ポ
ー
ト

・
P
C
教
室
の
開
催

部
外
者
へ
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催

下
半
期
開
催
回
数
延
べ
1
2
回
延
べ
人
数
2
3
名

講
座
内
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
エ
ク
セ
ル
等

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

視
覚
障
害
者
支
援
組
織
「
に
じ
の
会
」
　
に
対
す
る

支
援
活
動

デ
イ
ジ
ー
図
書
作
成
の
た
め
の
高
性
能
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
活
用
し
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
及
び
デ
イ
ジ
ー

化
。
前
後
期
合
わ
せ
1
8
冊
を
音
声
化
翻
訳
。

閲
覧
利
用
回
数
ベ
ス
ト
3
は

①
は
り
師
さ
ゆ
う
師
国
家
試
験
過
去
問
題
＋
要
点
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テ
キ
ス
ト
2
0
1
6
年
版
　
1
7
4
回

②
腰
痛
の
9
割
は
医
者
な
し
で
な
お
せ
る
！

1
3
5
回

③
友
だ
ち
は
永
遠
じ
ゃ
な
い
　
社
会
学
で
つ
な
が

り
を
考
え
る
　
6
4
回

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
へ
参
加
支
援

・
そ
の
他
の
活
動

2
月
9
日
　
会
員
自
宅
N
W
構
築
支
援

電
友
吾
妻
会
発
足
4
7
周
年
と
な
る
今
年
の
総
会
は

ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
於
い
て
、
会
員
3
2

名
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
順
次
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

来
年
早
々
米
寿
を
迎
え
る
4
名
の
会
員
に
祝
詞
と
祝

い
金
を
贈
口
王
し
、
受
彰
者
か
ら
謝
意
と
共
に
、
後
に

続
く
人
た
ち
の
た
め
に
も
「
尚
一
層
健
康
に
留
意
し

て
い
き
た
い
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

年
々
会
員
の
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
会
に
参
加

出
来
な
い
会
員
が
目
立
ち
、
出
席
率
も
会
員
総
数
の

3
分
の
1
以
下
の
低
迷
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
退
職
者
全
員
の
入
会
を
目
標
に
、
積
極
的
に
声

掛
け
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

◆
電
表
吾
妻
会

◎
定
期
総
会
開
催

懇
親
会
で
は
、
和
や
か
な
語
ら
い
に
終
始
し
、
カ

ラ
オ
ケ
や
踊
り
も
飛
び
出
し
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
次
の
集
ま
る
機
会
で
の
再
会
を
約
束
し
、

散
会
致
し
ま
し
た
。

◎
楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り

3
月
2
日
、
福
島
駅
前
の
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
参
加
者
2
8
名
で
　
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
を
大
塚
美
和
子
さ
ん
手
作
り
の
ひ
な
人

形
と
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
皆
さ
ん
で
飾
り
付
け
を
す
る

と
他
の
方
も
寄
っ
て
き
て
人
形
に
見
入
り
楽
し
い
会

話
が
弾
み
ま
す
。
い
よ
い
よ
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

伊
藤
会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
で
お
い
し
い
お
食
事
と

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、
皆
さ
ん
で
集
ま
っ
て
な
つ
か

し
い
一
時
を
過
ご
せ
る
の
は
至
福
の
時
で
す
ネ
。
近

況
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
で
こ
ん
な
小
唄
を
歌
い
ま
し
た
。

ボ
ケ
な
い
小
唄
　
（
お
座
敷
小
唄
の
替
歌
）

二
　
風
を
引
か
ず
に
　
転
ば
ず
に

笑
い
を
忘
れ
ず
　
よ
く
し
ゃ
べ
り

頭
と
足
腰
使
う
人

元
気
あ
る
人
　
ぼ
け
ま
せ
ん

楽
し
い
時
間
は
す
ぐ
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
又
お
会

い
す
る
の
を
約
束
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

≠
手
作
り
サ
ー
ク
ル

3
0
年
は
続
い
て
い
る
集
ま
り
で
残
念
な
こ
と
は
会
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ヽ宗蒜

由l；‘■畠
みんなで

イチニッlイチニッ！

員
が
半
減
　
（
吾
妻
会
の
会
員
も
同
じ
）
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
『
自
分
の
宝
物
』
を
作
る
こ
と
と
、
介
護
施

設
へ
の
　
『
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
作
成
を
受
け

継
い
で
い
る
集
ま
り
で
す
。
集
ま
れ
ば
賑
や
か
、
手

元
が
思
う
よ
う
で
な
く
と
も
で
き
る
作
品
は
立
派
な

も
の
で
す
。
仲
間
が
い
れ
ば
の
こ
と
。

今
年
度
は
　
「
カ
ー
テ
ン
ク
リ
ッ
プ
」
と
「
小
袋
」

あ
と
は
考
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
や
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
て
小
さ
な
刺
繍

を
し
よ
う
と
計
画
。
出
来
る
か
な
？
で
は
な
く
や
っ

て
み
よ
う
の
精
神
。
出
来
栄
え
は
大
丈
夫
。
先
生
が

い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
み
ん
な
で
喧
々
諾
々
、

楽
し
み
な
出
来
栄
え
。
そ
れ
が
い
い
。
お
茶
も
お
い

し
い
し
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
い
会
。
ま
し
て
や
宝
物

が
出
来
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
る

自
慢
で
き
る
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。

榔
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

ま
あ
…
元
気
…
足
が
痛
か
っ
た
り
、
腰
が
…
肩
が

…
と
い
ろ
い
ろ
事
情
が
あ
る
が
そ
れ
も
こ
れ
も
自
分

の
も
の
。
庭
に
咲
い
た
花
を
持
ち
寄
っ
て
と
て
も
華

や
か
な
集
ま
り
。
加
え
て
お
し
ゃ
べ
り
の
花
が
咲

く
〔
〉
手
は
動
く
の
？
口
だ
け
で
は
と
お
思
い
で
し
ょ

う
が
大
丈
夫
、
口
も
手
も
八
丁
、
色
の
出
し
方
、
一

言
入
れ
る
言
葉
が
知
恵
の
出
る
事
で
る
事
。
み
ん
な

の
知
恵
を
盗
み
？
自
分
の
絵
と
併
せ
て
二
言
温
か
い

「
ほ
っ
と
」
す
る
作
品
に
仕
上
げ
る
。
い
い
な
…
と

自
己
満
足
。
こ
れ
が
い
い
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
。

㈱
ひ
ま
わ
り
健
康
サ
ー
ク
ル

4
月
1
2
日
、
第
1
5
回
総
会
を
市
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
た
。
会
員
2
0
名
の
う
ち
1
5
名
の
参
加
で

出
だ
し
上
々
で
あ
る
。
今
回
、
部
屋
を
確
保
す
る
に

当
た
り
多
少
緊
張
し
た
。
と
い
う
の
は
、
今
年
の
3

月
か
ら
市
側
の
行
政
上
の
理
由
に
よ
り
無
料
で
利
用

可
能
だ
っ
た
6
部
屋
が
4
部
屋
に
減
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
昨
年
説
明
会
が
あ
っ
た
が
、
利
用
登
録

団
体
が
1
4
1
も
あ
っ
て
び
っ
く
り
仰
天
。
大
会
議

室
を
埋
め
た
人
数
に
、
こ
れ
か
ら
は
早
い
者
勝
ち
に

な
る
と
ほ
と
ほ
と
覚
っ
た
。
室
内
で
の
活
動
は
年
に

3
回
か
ら
4
回
は
あ
る
。
先
ず
は
会
場
あ
り
き
。
こ

の
日
が
駄
目
な
ら
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
潜
り
込
む

し
か
な
い
。
今
後
電
話
で
の
予
約
は
ど
こ
よ
り
も
素

早
く
。
こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
老
体
に
ひ
と
む
ち
も

ふ
た
む
ち
も
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈱
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

第
1
0
回
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部
総
会

を
終
え
、
3
7
名
の
メ
ン
バ
ー
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

倶
楽
部
発
足
1
0
年
目
を
迎
え
、
当
時
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
も
多
く
、
登
っ
た
山
は
百
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

一
緒
に
登
る
諸
先
輩
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
鍛
え

あ
げ
た
体
力
気
力
に
は
い
つ
も
脱
帽
で
す
。
山
の
魅



各地区電友会だより（福島）

足腰きたえて
さらに前進

48

力
に
加
え
て
、
登
山
後
は
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒
す
こ

と
が
恒
例
の
楽
し
み
と
、
自
己
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
精
神
が
原
動
力
に
な
っ
て
続
い
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
貰
え
る

よ
う
に
里
山
を
メ
イ
ン
に
近
場
の
中
級
の
山
を
加
え

て
計
画
し
ま
し
た
。
手
始
め
に
4
月
は
飯
館
村
「
野

手
上
山
」
　
へ
目
名
参
加
。
青
空
の
下
、
山
桜
や
若
草

色
に
芽
吹
い
た
　
『
ケ
ヤ
キ
の
森
』
を
歩
き
春
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
体
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
大
火
山
二
切

経
山
・
磐
梯
山
・
遠
藤
ケ
滝
・
西
吾
妻
山
・
安
達
太

良
山
・
霊
山
・
鹿
狼
山
・
高
松
山
・
虎
捕
山
・
信
夫

山
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
暑
気
払
い
、
忘

年
会
等
も
お
楽
し
み
の
1
つ
で
す
。

健
康
は
宝
物
、
メ
ン
バ
ー
の
健
康
を
祈
願
し
て
、

今
年
度
も
怪
我
無
く
、
『
身
体
』
も
『
お
口
』
も
元

気
に
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す。◆
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
開
催

4
月
2
8
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
主
催
で

原
町
・
相
馬
両
地
区
の
電
友
会
と
N
T
T
退
職
者
の

会
合
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
、
市
内
仲
町

水
簸
川
河
川
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

両
地
区
か
ら
㌘
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
出
、
高
ス
コ
ア
の
交
流
会
と
な
り
ま
し

た。
終
了
後
、
場
所
を
変
え
て
、
総
会
を
開
催
し
、
次

年
度
の
方
針
等
を
確
認
し
有
意
義
な
1
日
と
な
り
ま

した。
◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会

相
馬
・
南
相
馬
合
同
O
B
・
O
G
交
流
会
を
南
相

馬
の
担
当
で
開
催
し
ま
し
た
。

実
施
日
　
　
平
成
2
8
年
1
0
月
2
5
日

実
施
場
所
　
南
相
馬
市
「
ホ
テ
ル
丸
屋
」

参
加
者
　
　
3
9
名

電
友
会
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
、
N
T
T
東

日
本
福
島
支
店
と
の
共
催
で
O
B
・
O
G
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
和
や
か
に
昔
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
（
南
相
馬
・
相
馬
合
同
）

O
B
・
O
G
交
流
会
の
前
に
同
会
場
で
南
相
馬
担

当
で
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
日
　
　
平
成
2
8
年
1
0
月
2
5
日

実
施
場
所
　
南
相
馬
市
「
ホ
テ
ル
丸
屋
」

参
加
者
　
　
3
9
名

講
師
　
　
　
原
町
マ
ジ
ッ
ク
研
究
会
　
小
沢
様

演
題
　
　
　
「
マ
ジ
ッ
ク
」

素
人
ら
し
く
タ
ネ
が
見
え
そ
う
で
見
え
な
か
っ
た

り
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
大
笑
い
し
て
楽
し

い
講
演
会
で
し
た
。

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
交
換

所
の
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
磯
部
、

山
上
交
換
所
を
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
予
定
ど
お

り
完
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動
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低栄姜予防法を学んで・‥

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

第
6
5
回
相
馬
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
平
成
2
8

年
1
2
月
2
1
日
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
1
0
名
で
二
瓶
研
治
さ
ん
が
優
勝

し
ま
し
た
。

第
6
6
回
相
馬
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
平
成
2
9

年
4
月
1
9
日
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
8
名
で
鶴
岡
享
治
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
　
（
9
時
3
0
分
集
合
）
　
を
練
習
日
と
定

め
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
と
親
睦
の
た
め
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
務
局
の
努
力
に
よ
り

毎
週
実
施
し
て
お
り
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す。・
相
馬
、
南
相
馬
、
福
島
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

平
成
2
8
年
日
月
5
日
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
お
い
て
相
馬
（
目
名
）
、
南
相
馬
（
1
9
名
）
、
福
島
（
7

名
）
　
で
第
1
4
回
相
馬
、
南
相
馬
、
福
島
O
B
親
睦
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
会
終
了
後

は
成
績
発
表
が
あ
り
昼
食
を
と
り
な
が
ら
大
い
に
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

4
月
2
1
日
5
7
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド

郡
山
に
て
、
和
知
郡
山
エ
リ
ア
支
店
長
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
況
や
現
役
の
頃
の
話
題
、
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
等
で
話

し
が
咲
き
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

1
2
月
2
日
2
5
名
の
会
員
参
加
を
得
て
、
ビ
ッ
ク
ア

イ
に
て
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
い
き
い
き
健
康
長
寿
大
作
戦
」
と
題
し
講
師
の

遠
藤
香
織
先
生
　
（
管
理
栄
養
士
）
　
か
ら
は
、
「
低
栄

養
予
防
」
　
に
つ
い
て
1
日
の
摂
取
目
安
と
し
て
①
タ

ン
パ
ク
質
②
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
③
糖
質
④
果
物

等
の
食
品
毎
の
摂
取
量
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

続
い
て
、
岩
田
八
重
子
先
生
　
（
保
健
師
）
　
か
ら
は

「
お
う
ち
で
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
遷
し
①
腰
と
背

中
②
胸
③
首
④
体
側
⑤
太
も
も
裏
⑥
つ
ま
先
上
げ
⑦

白
田
会
長
よ
り
長
寿
者
を
紹
介
し
、
記
念
品
を
贈

口
王
、
続
い
て
新
会
員
目
名
の
紹
介
と
徽
章
を
贈
口
重
し

◆
電
友
あ
さ
か
会

◎
第
3
4
回
定
期
総
会
開
催

ま
し
た
。
議
事
に
つ
い
て

は
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
恒
例
の

記
念
写
真
を
撮
影
し
、
懇

親
会
に
入
り
ま
し
た
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
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「百い山脈」を2度もうたって
こきげんの会員の皆さん

除草作業
おつかれさまです

活動は今後も
継続していきます

5（

つ
ま
先
立
に
つ
い
て
受
講
し
、
実
技
も
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
中
心
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
■
。

そ
の
後
、
日
本
料
理
膳
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
と
低
栄
養
予
防
法
を
学
ん
だ
後
だ
け
に

皆
さ
ん
は
完
食
で
し
た
。
心
身
共
々
胃
袋
も
満
足
し

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

◎
親
睦
会
開
催

電
友
あ
さ
か
会
と
退
職
者
の
会
共
催
の
親
睦
旅
行

は
数
日
前
に
降
っ
た
雪
が
少
し
残
る
中
、
1
月
2
6
日

に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
の
旅
先
は
2
年
前
に
行
っ

た
矢
吹
町
に
あ
る
、
「
割
烹
温
泉
観
音
湯
」
　
で
す
。

今
回
は
過
去
最
多
の
3
0
名
の
参
加
者
と
な
り
、
又
参

加
出
来
な
い
会
員
よ
り
8
9
通
の
近
況
報
告
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
町
内
会
活
動
中
・
家
庭
菜
園
・
孫
子
守

り
・
肩
こ
り
・
腰
痛
等
体
力
が
年
齢
相
応
の
方
∴
旅

行
＆
温
泉
の
予
定
あ
り
等
々
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
∵
送

迎
車
内
で
配
布
す
る
と
、
一
寸
静
寂
の
後
友
人
の
消

息
の
話
題
等
に
な
り
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
「
観

音
湯
」
は
ア
ル
カ
リ
泉
質
で
源
泉
掛
け
流
し
の
温
泉

を
楽
し
み
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
　
「
割
烹
温
泉
」
　
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
カ
ラ
オ
ケ
・
か
く
し
芸
等
で
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
全
員
で
「
青

い
山
脈
」
を
2
回
も
合
唱
す
る
ほ
ど
盛
り
上
が
り
ま

し
た
〔
し
次
回
も
多
数
の
方
が
参
加
し
て
交
流
を
探
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
第
り
】
回
目
を
実
施
。

日
時
　
平
成
2
8
年
1
0
月
2
5
日
・
、
2
6
日

場
所
　
郡
山
3
か
所
、
須
賀
川
2
か
所

延
べ
人
員
6
名

◎
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

電
友
あ
さ
か
会
発
足
3
0
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と

し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
　
「
食
用
廃
油
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
」
を
継
続
し
て
会
員
が
回
収
し
、
精
製
・

販
売
は
社
会
福
祉
法
人
「
に
ん
じ
ん
舎
の
会
」
　
（
知

的
障
が
い
者
施
設
）
　
が
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
C
O
2
削
減
）
　
化
し
、
収
益
は
　
「
に
ん
じ
ん
舎
」

が
取
得
。
会
員
並
び
に
N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
大
口
消

費
店
舗
等
の
協
力
を
得
て
平
成
2
9
年
3
月
未
累
計
で
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ゴルフクラブの面々

フルに頭を回転

7
8
5
～
提
供
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
実
施

い
た
し
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

昨
年
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
場
が
工
事
の
た
め

大
会
が
実
施
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
1
0
月
1
8
日
に
快

晴
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く
実
施
し
ま
し
た
。

楽
し
く
な
け
れ
ば
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
な
い
事
を

モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
結
果
は
次
の
通
り
で
す
一
J

優
勝
　
隆
夫
　
国
光
　
　
準
優
勝
　
仲
島
　
功

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
　
隆
夫
　
国
光

開
催
日
の
変
更
・
延
期
等
が
続
き
ま
し
た
が
例
会
は

予
定
通
り
の
回
数
を
実
施
出
来
ま
し
た
。
又
、
8
月

に
は
福
島
の
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
の
親
善
大
会

を
開
催
出
来
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す。
2
8
年
最
後
の
大
会
は
日
月
2
1
日
総
会
を
兼
ね
て
開

催
し
ま
し
た
。
8
0
歳
を
超
し
た
会
員
　
（
男
女
5
名
）

も
元
気
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
事
も
併
せ
て
報
告
致
し

ます。

ロ
ー
レ
ル
バ
レ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優
勝
　
高
山
　
悼
　
　
　
準
優
勝
　
小
針
　
克
也

・
第
5
回
　
平
成
2
8
年
日
月
7
日

白
河
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

優
勝
　
野
川
　
賢
二
　
　
準
優
勝
　
山
ノ
井
茂
喜

・
第
6
回
　
平
成
2
8
年
日
月
2
1
日

東
都
郡
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

優
勝
　
浅
野
　
武
行
　
　
準
優
勝
　
遠
藤
　
芳
孝

㈱
囲
碁
ク
ラ
ブ

平
成
2
8
年
度
下
期
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
例
会
は

月
1
回
を
原
則
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
囲
碁

と
云
え
ば
男
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
あ
り
ま
す
が
、
我

が
サ
ー
ク
ル
で
は
女
性
4

人
が
毎
回
盤
上
で
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
熱
戟
後
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
至
福
の

㈲
県
南
地
区
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

2
8
年
度
下
期
の
例
会
は
、
台
風
等
に
見
舞
わ
れ
て

・
第
3
回
　
平
成
2
8
年
1
0
月
3
日

石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優
勝
　
高
山
　
博
　
　
　
準
優
勝
　
長
沼
貫
一
郎

・
第
4
回
　
平
成
2
8
年
相
月
3
1
日

時
間
で
す
。

・
第
5
回
定
期
大
会
　
1
0
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
家
久
来
幸
次
　
　
準
優
勝
　
山
田
　
茂
夫

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
仲
島
　
功
　
　
　
準
優
勝
　
伊
東
　
和
千

・
第
6
回
定
期
大
会
　
日
月

A
ク
ラ
ス
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半世紀以上のキャリアを持つモサ

おかめひょっとこの踊りに

笑い小じわも増えて・・・

52

優
勝
　
高
山
　
博
　
　
　
準
優
勝
　
金
沢
　
紘
一

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
仲
島
　
功
　
　
　
準
優
勝
　
今
泉
千
鶴
千

・
第
7
回
定
期
大
会
　
1
2
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
金
沢
　
紘
一
　
準
優
勝
　
高
橋
　
勝
海

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
松
本
　
文
一

・
第
8
回
定
期
大
会
　
1
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
山
田
　
茂
夫
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
勝
海

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
松
本
　
文
一
　
準
優
勝
　
今
泉
千
鶴
子

・
第
9
回
定
期
大
会
　
2
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
金
沢
　
紘
一
　
準
優
勝
　
高
山
　
博

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
仲
島
　
功

・
第
1
0
回
定
期
大
会
　
3
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
山
　
博
　
　
　
準
優
勝
　
山
田
　
茂
夫

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
仲
島
　
功
　
　
　
準
優
勝
　
松
本
　
文
一

棚
麻
雀
ク
ラ
ブ

例
会
は
3
名
の
女
性
と
雀
歴
が
半
世
紀
以
上
の

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
モ
サ
6
名
で
開
始
。

雀
歴
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
テ
ン
パ
イ
、
テ
ン
パ

優
勝
　
伊
東
　
和
子
　
　
準
優
勝
　
水
野
　
徳
重

㈲
旅
ク
ラ
ブ

・
紅
葉
の
遠
刈
田
温
泉
の
旅

当
旅
ク
ラ
ブ
は
会
員
数
4
6
名
で
春
に
は
総
会
を
兼

ね
日
帰
り
温
泉
、
そ
し
て
秋
に
は
1
泊
の
研
修
旅
行

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
2
8
年
度
の
秋
の
旅
行

は
5
月
の
総
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
会
員
の

高
齢
化
等
も
あ
り
、
隣
県
を
計
画
す
る
事
と
し
、
1
0

月
3
0
日
～
3
1
日
に
1
泊
2
日
で
宮
城
県
の
遠
刈
田
温
泉

で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
初
め
て
の
方
2
名
を
含

め
1
7
名
で
し
た
。
第
1
日
目
は
白
石
城
を
見
学
し
た
後

遠
刈
田
温
泉
「
旅
館
三
治
郎
」
　
に
到
着
。
一
次
会
で

イ
即
、
声
高
ら
か
に
リ
ー

チ
を
か
け
あ
う
な
ど
麻
雀

牌
の
感
触
を
楽
し
み
な
が

ら
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
た
1

日
だ
っ
た
。

結
果
は
、
熟
女
雀
師

は
カ
ラ
オ
ケ
、
社
交
ダ

ン
ス
で
盛
り
上
が
り
、

二
次
会
で
は
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
聞
き
取
り
と

数
字
の
並
び
の
確
認
で

脳
の
活
性
化
を
お
互
い

に
確
認
し
た
後
、
恒
例

が
連
続
制
覇
。
－
前
回
の
覇
者
は
傘
寿
を
越
し
た
熟
女
〔

今
回
は
古
希
を
数
年
前
に
祝
っ
た
熟
女
、
り

引
き
続
き
女
性
の
強
さ
・
た
く
ま
し
さ
・
勝
負
撒

き
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

の
仮
装
踊
り
で
は
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
、
そ
し
て

ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
ま
で
飛
び
出
し
、
皆
様
笑
い
小
じ
わ

が
5
～
6
本
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
2
日
目

は
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
の
計
ら
い
で
蔵
王
チ
ー

ズ
工
場
に
立
ち
寄
り
、
家
族
へ
の
お
土
産
も
買
い
求

め
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
′
わ
い
わ
い
、
が
や
が
や
爽

や
か
な
秋
の
旅
行
で
し
た
。
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やっぱり
旅はいいねえ～

5二I

り
や
ん
せ
、
の
場
所
は
、
お
城
の
中
に
あ
っ
た
三
芳

神
社
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
、
庶
民
が
気
軽
に
参
拝

出
来
な
い
場
所
で
し
た
の
で
、
（
御
用
の
な
い
も
の

と
お
り
や
せ
）
、
参
拝
の
帰
り
に
は
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
っ
た
の
で
　
（
行
き
は
よ
い
よ
い
帰
り
は
恐
い

…
）
　
な
ど
、
面
白
可
笑
し
く
話
さ
れ
た
の
で
、
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

川
越
は
観
光
客
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
ゴ
ミ
も
な

く
気
配
り
目
配
り
が
行
き
届
い
た
風
格
の
あ
る
街
で

し
た
の
で
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

◆
白
河
地
区
電
友
会

◎
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
に
参
加
し
て

3
月
7
日
、
白
河
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
所
属
の

2
1
名
と
小
江
戸
と
し
て
有
名
な
埼
玉
川
越
市
ガ
イ
ド

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

川
越
市
は
戦
火
や
災
害
を
免
れ
た
為
、
歴
史
的
建

造
物
や
文
化
財
も
多
く
残
っ
て
お
り
年
間
6
5
0
万

人
も
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
全
員
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
所
属
で
6
0

歳
以
上
の
知
識
経
験
豊
富
で
穏
や
か
で
話
し
上
手
な

メ
ン
バ
ー
で
し
た
の
で
、
ご
当
地
発
祥
地
童
話
と
お

◆
い
わ
き
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
N
T
T
い
わ
き
退
職
者
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

サ
ー
ク
ル

結
成
1
0
年
目
を
迎
え
た
第
1
0
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
総
会
を
5
月
8
日
2
4
名
の
会
員
参
加
が
あ
り
街
中

寿
司
店
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
議
案
討
議
項
目
で
は
、
本
年
も
毎
月
第
1
と

第
3
月
曜
日
を
研
修
例
会
と
し
、
午
前
9
時
3
0
分
か

ら
ゲ
ー
ム
開
始
と
し
ま
し
た
。
秋
季
大
会
　
（
1
0
月
）
、

忘
年
大
会
　
（
1
2
月
）
、
春
季
大
会
　
（
4
月
）
　
の
3
大

会
を
軸
に
活
動
し
他
、
地
域
大
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
－

昨
年
の
サ
ー
ク
ル
活
動
成
績
は
次
の
と
お
り
。
〉
（
大

会
は
3
R
）

・
秋
季
大
会

優
勝
　
小
野
　
保
行
　
　
2
位
　
阿
部
カ
ヨ
子

・
忘
年
大
会

優
勝
　
小
池
　
博
子
　
　
2
位
　
岡
崎
ヒ
サ
子

・
春
季
大
会

優
勝
　
岡
崎
ヒ
サ
子
　
　
2
位
　
岡
部
三
喜
子

・
2
8
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
達
成

中
村
千
代
子
　
　
金
成
　
武
男

・
地
域
大
会
参
加
入
賞

高
退
連
第
5
回
G
G
大
会
　
優
勝
阿
部
カ
ヨ
子

労
金
友
の
会
第
2
3
回
G
G
大
会

男
子
2
位
小
野
保
行
　
女
子
優
勝
西
尾
秀
子

◆
会
津
電
友
会

◎
O
B
・
O
G
交
流
会
の
開
催

日
時
　
平
成
2
8
年
1
0
月
2
4
日
　
4
8
名
出
席

場
所
　
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

主
催
者
挨
拶
　
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会

会
津
地
区
協
議
会
会
長
　
鈴
木
　
尚
栄
様

N
T
T
東
日
本
－
東
北
　
福
島
支
店

会
津
エ
リ
ア
支
店
長
　
　
渡
辺
　
宣
幸
様

来
賓
祝
辞
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N
T
T
労
組
福
島
県
城
分
会

会
津
若
松
部
会

乾
杯
！
　
会
津
電
友
会

三
星
　
博
明
様

高
橋
　
賢
作

D
V
D
放
映

N
T
T
東
日
本
福
島
グ
ル
ー
プ
の
取
組
み
紹
介

祝
宴
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

民
謡
　
鈴
木
キ
イ
子
　
　
　
詩
吟
　
遠
藤
　
久
子

閉
会

◎
新
春
の
集
い
開
催

3
月
3
0
日
1
4
名
参
加
の
も
と
、
会
津
若
松
市
東
山

温
泉
御
宿
東
風
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

岩
橋
会
長
か
ら
、
お
互
い
健
康
第
一
に
の
気
持
ち

で
、
自
分
に
あ
っ
た
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
料
理
や
お
酒
で
、
お

互
い
近
況
等
語
り
、
親
睦
を
深
め
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
で
は
鈴
木
キ
イ
子
副
会
長
の
民
謡
を
う
っ
と
り
聴

き
な
が
ら
閉
会
し
ま
し
た
。

◎
芋
煮
会
開
催

平
成
2
8
年
日
月
1
日
、
喜
多
方
市
熱
塩
温
泉
山
形

屋
に
於
い
て
開
催
。
参
加
人
数
1
4
名
（
男
性
5
名
・

女
性
9
名
）
。

岩
橋
会
長
よ
り
「
お
互
い
近
況
等
語
り
合
い
、
ゆ
っ

く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
美
味

し
い
料
理
や
お
酒
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

余
興
で
は
民
謡
や
カ
ラ
オ
ケ
続
出
。
宴
席
が
お
お

い
に
盛
り
上
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
さ
く
ら
会
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

平
成
2
8
年
1
0
月
4
日
会
津
若
松
市
の
片
柳
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
を
慰
問
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

若
林
広
子
会
長

他
3
名
が
訪
問
し

♪
月
の
夜
は
・
ブ

ル
ー
ハ
ワ
イ
等
を

披
露
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
と

な
つ
メ
ロ
♪
高
原
列
車
は
行
く
を
歌
い
終
始
笑
顔
で

皆
さ
ん
「
元
気
が
で
ま
し
た
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

◎
会
津
絵
ろ
う
そ
く
ま
つ
り
へ
の
協
力

会
津
若
松
市
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
1
8
回
「
絵
ろ

う
そ
く
ま
つ
り
～
ゆ
き
ほ
た
る
～
」
　
は
、
2
月
1
0
日

1
日
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

O
B
2
団
体
　
（
退
職
者
の
会
・
電
友
会
）
　
よ
り
、

N
T
T
会
津
エ
リ
ア
支
店
を
通
じ
て
、
協
賛
金
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

2
月
6
日
、
会
津
青
年
会
議
所
会
館
に
於
い
て
、

退
職
者
有
志
1
7
名
が
燭
台
の
残
ロ
ウ
除
去
作
業
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。


